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Gender Equal Society
1 調査の目的と概要

調査の目的

　八戸市は、性別にとらわれず、一人ひとりが個人として尊重される男女共同参画社会の実現を目指しています。こ

の度、市民の皆さんのお考えやご意見を伺い、事業の参考にさせていただく、アンケート調査を実施することといた

しました。

　ここではその調査結果の一部を紹介いたします。

調査の概要

調査範囲

調査対象者

調査方法

調査内容

調査期間

有効回収数及び回収率

八戸市全域

無作為に抽出した満20歳以上の市民3,000人

訪問配布、郵送回収

１　男女平等意識について

２　働くことについて

３　家庭でのことについて

４　学校教育について

５　地域活動への参加について

６　政策決定家庭への参画について

７　少子化について

８　国の制度改正について

９　異性に対する暴力等について

10　市が進めるべき施策について

平成14年10月１日～平成15年３月25日

1,920人（64.0％）

回答者の内訳

全体
64.0％
（1920）

男性
38.6％
（741）

女性
60.5％
（1161）

無回答
0.9％
（18）

◆性別比

0 5 10 15 20 25

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

無回答

◆年齢層

10.4%(199)

16.5%(317)

20.7%(398)

21.8%(419)

18.5%(355)

9.1%(174)

2.3%(44)

0.7%(14)

この概要版を読む上での注意
１　調査結果はすべてパーセントで表しています。回答者数はＮまたはｎで示しています。
２　数値は少数点以下第２位で四捨五入していますので、合計しても100％にならない場合があります。
３　性別が無回答でも回答として合計値には算入していますので、性別の回答者数の合計と回答者数とが合わない場合があります。
４　複数回答の場合には、合計が100％を超える場合があります。
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Gender Equal Society
2 結果と分析

男女平等意識について

◆あなたは次の分野で男女は一般的に平等になっていると思いますか。

家庭生活

職　　場

教育活動
の場

0 20 40 60 80 100

政治の場

法律や
制度の上

社会通念・
慣習・

しきたりなど

0 20 40 60 80 100%

地域活動
の場

（町内会やＰＴＡ）

N=1809

n=699

n=1101

26.8%

5.0%

34.5% 40.4% 14.3%

3.0%

1.3%

6.5%

26.6% 45.5% 18.0%

4.3%

1.3%
4.3%

39.5% 37.5% 12.1%

2.2%

1.2%

7.6%

7.0%

20.2% 52.3%

5.7%

1.5%

13.4%

4.1%

16.1% 61.4%

6.6%

1.5%
10.4%

N=1754

n=677

n=1068

N=1,740

n=665

n=1,066

8.6%

22.8% 46.8%

5.2%

1.5%
15.1%

28.0%

37.0%40.9% 14.0%

0.3%0.2%
7.6%

39.1% 24.2%

0.3%0.6%
7.8%

48.9% 35.7% 7.7%

0.4%0.0%
7.3%

33.0%

4.6%
1.6%

12.8%

10.1% 26.1% 45.6%

6.4% 2.8%
9.0%

22.5% 32.7% 25.3%

3.5%0.8%
15.1%

37.1% 42.2% 10.5%

2.5%
1.0%

6.7%

N=1759

n=675

n=1075

28.5% 46.9% 14.0%

2.8% 1.6%
6.3%

42.5% 39.4% 8.3%

2.3%
0.6%

6.8%

7.6% 27.3% 39.5%

12.8% 31.5% 30.6%

8.5% 2.6%
14.1%

9.2% 3.2%
13.3%

15.9% 34.2% 25.1%

8.0% 2.2%
14.6%

N=1,777

n=681

n=1,087

N=1776

n=687

n=1080

N=1,780

n=686

,n=1,085

コメント

　男女平等については、教育や法律・制度などで整う一方、まだ
まだ不十分な分野が数多く残っていることが伺えます。

「『男は仕事、女は家庭』という考え方について」の問いに、そ
う思う男性が全体の40.0％になっているのに対して、そうは思わ
ない女性が43.0％になり、男性では固定的な男女観がまだ残って
いるのに対して、女性ではそう思わない人が増えており、男女の
意識の差が伺えます。

25.1%

男性の方が
優遇されている

どちらかと
いえば男性

平等

どちらかと
いえば女性

女性の方が
優遇されている

わからない

44.0% 18.9%

5.4%

1.7%

5.0%

16.9% 43.8%

5.7%

2.1%
4.7%

30.3% 44.1% 14.1%

5.2%

1.3%

男性の方が
優遇されている

どちらかと
いえば男性

どちらかと
いえば女性

女性の方が
優遇されている

わからない

平等

17.8% 30.1%
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Gender Equal Society
2 結果と分析

男女平等意識について

◆あなたは、「男は仕事、女は家庭」という考え方についてどう思いますか。

0 20 40 60%

0 20 40 60%100%

80

60

40

20

0

同感する

どちらかと
いえば
同感する

どちらとも
いえない

どちらかと
いえば
同感しない

同感しない

7.8%

22.0%

33.2%

16.1%

20.9%

11.8%

28.2%

32.0%

11.3%

16.7%

5.0%

18.0%

34.0%

19.3%

23.7%

「
同
感
す
る
」
ま
た
は
「
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
同
感
す
る
」
と
答
え
た
方
に
う
か
が
い
ま

す
。
そ
う
思
う
理
由
は
何
で
す
か
。

（
２
つ
ま
で
に
○
）

「
同
感
し
な
い
」
ま
た
は
「
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
同
感
し
な
い
」
と
答
え
た
方
に
う
か
が

い
ま
す
。
そ
う
思
う
理
由
は
何
で
す
か
。

（
２
つ
ま
で
に
○
）

男性は外の仕事、女性は家事・
育児・介護に向いている

家族を養うのは男の責任で、子育
てや夫・両親の世話は女の責任

妻が働きに出ると家庭が円滑に
行かなくなる

自分の両親がそのようにしていた

その他

経済的自立のために、
男女とも仕事を持つ方がよい

家事・育児・介護は
男女が協力してやるべき

仕事と家庭は男女の
どちらが分担してもよい

妻も個性・能力を
生かしながら社会参加できる

46.2%

(N=1880) (n=726)(n=1140)

43.1%

21.1%

18.1%

21.5%

26.2%

6.7%

7.1%

5.4%

4.5%

N=864

n=446

n=408

N=1,296

n=372

n=917

25.8%

18.5%

28.8%

39.8%

18.5%

19.7%

26.1%

21.7%

0.8%

0.2%

コメント

　「男は仕事、女は家庭」に同感する女性は。その理由として「妻が働きに出ると家庭が円満にいかなくなる」と答えた人が多
く、女性自身が苦しんでいることが伺えます。女性では「家事・育児・介護は男女が協力してやるべき」と考えている人が多く
なっているのに対して、男性では「経済的自立のために、男女とも仕事を持つ方がよい」「妻も個性と能力を生かしながら社会
参加ができる」と考えていて、意識の差が表れています。
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Gender Equal Society
2 結果と分析

「女性の働き方」について

◆「女性の働き方について伺います。未婚の方は結婚

したと仮定してお答えください。（１つに○）

あなた自身の働き方は、次のうちどれですか。

（男性の方は配偶者のについて）

◆「女性の働き方について伺います。未婚の方は結婚したと

仮定してお答えください。（１つに○）

一般的に望ましい働き方は次のどれですか。

◆結婚や出産、子育てなどがもとで仕事を続けたくても続けられないという状況がまだ多くあるといわれています。女性

が仕事を続けるためには、どのような支援が必要だと思いますか。（３つまでに○）

0

10

20

0 10 20 30 35 0 10 20 30 35

結婚や出産にかかわらず、
ずっと仕事を続ける

子育ての一時期だけやめて、
その後はフルタイム（常勤）

で仕事を続ける

子育ての一時期だけやめて、
その後はパートタイムで

働く

結婚するまでは
仕事を続ける

子どもができるまでは
仕事を持つ

職業は一生持たない

その他

26.2%

30.6%

21.3%

16.5%

28.7%

29.1%

7.6%

9.7%

12.4%

10.2%

2.0%

1.3%

2.5%

1.9%

結婚や出産にかかわらず、
ずっと仕事を続ける

子育ての一時期だけやめて、
その後はフルタイム（常勤）

で仕事を続ける

子育ての一時期だけやめて、
その後はパートタイムで

働く

結婚するまでは
仕事を続ける

子どもができるまでは
仕事を持つ

職業は一生持たない

その他

24.5%

26.1%

33.0%

31.5%

19.4%

25.3%

6.0%

3.2%

12.1%

8.3%

1.1%

1.1%

4.0%

4.5%

N=1,316
n=474
n=836

N=1,261
n=463
n=794

就
職
支
援
や

就
職
情
報
の
提
供
の
充
実

女
性
の
働
く
職
種
や

職
業
の
範
囲
の
拡
大

苦
情
処
理
相
談
窓
口
の
充
実

再
就
職
の
た
め
の

講
座
や
セ
ミ
ナ
ー
の
充
実

女
性
の
起
業
支
援

労
働
条
件
（
賃
金
・
待
遇
な
ど
）

に
お
け
る
男
女
平
等

パ
ー
ト
タ
イ
ム
、
派
遣
労
働
な
ど
の

雇
用
の
安
定
、
労
働
条
件
の
整
備

労
働
時
間
の
短
縮

育
児
・
介
護
休
業
制
度
の

啓
発
・
推
進

保
育
・
介
護
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
の

充
実

家
族
の
協
力
と
理
解

女
性
へ
の
職
業
意
識
の
啓
発

そ
の
他

6.6%
5.9%

12.7%
11.9%

1.6%
0.8%

3.9%4.3%

1.2%1.4%

7.7%8.1%

13.4%13.4%

5.1%5.3%

13.8%
13.1%

14.4%

15.6% 15.8%

18.0%

3.2%

1.8%

0.6%0.5%

N=4,993

n=1,885

n=3,084

コメント

子育て後、フルタイムで働くことを望んでいる女性が多く、「雇用の安定」、「労働条件の整備」「保育・介護に関する制度やサービスの拡充」とともに、
「家族の協力と理解」といったことが、女性が働き続けることへの不可欠な条件であるようです。
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Gender Equal Society
2 結果と分析

家庭のことについて

◆子育てについて、次の考えをどう思いますか。

◆あなたが介護を受けなければならなくなったとき、だれに介護を頼みたいですか。

0 20 40 60 80 100%

女の子は女らしく、男の子は男らしくしつけるべき

0 20 40 60 80 100%

女の子も経済的に自立できるよう育てるべき

0 20 40 60 80 100%

男の子も家事・育児ができるよう育てるべき

0 20 40 60 80 100%

子どもは３歳ぐらいになるまで母親は子育てに専念すべき

子育ては母親が父親よりも主にすべき

0 20 40 60 80 100%

0

10

20

30

40

50

60%

そう思う 少しはそう思う あまりそう思わない そう思わない

55.8% 28.6% 10.9%
4.7%

42.2% 34.0%

33.1% 37.8% 20.6%
8.5%

16.8%

7.0%

76.0% 20.3%

そう思う 少しはそう思う あまりそう思わない そう思わない
2.8% 0.9%

69.7% 24.4%
4.4% 1.6%

80.0% 17.8%
1.7% 0.5%

そう思う 少しはそう思う あまりそう思わない そう思わない

47.9% 39.4% 9.7%
2.9%

60.8% 31.6% 6.0%

1.6%

68.9% 26.7%
3.6% 0.8%

そう思う 少しはそう思う あまりそう思わない そう思わない

49.1% 29.1% 16.0%

5.8%

50.7% 28.2% 14.6%
6.6%

48.0% 29.7% 16.9%
5.4%

19.7%

23.0%

17.7%

31.7% 30.4% 18.2%

36.4% 24.7% 15.9%

28.8% 34.2% 19.4%

そう思う 少しはそう思う あまりそう思わない そう思わない

N=1,754 	  n=686	 n=1,060

N=1,794	  n=689	 n=1,096

N=1,782	  n=682	 n=1,092

N=1,758	  n=671	 n=1,080

N=1,753	  n=671	 n=1,074

配
偶
者

娘 息
子

娘
の
夫

息
子
の
妻

そ
の
他
の

家
族

家
族
と
ホ

ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
な
ど

の
福
祉
サ

ー
ビ
ス

老
人
ホ
ー

ム
・
病
院

な
ど
の
介

護
施
設

分
か
ら
な

い そ
の
他

54.5%

17.8%

3.2%

16.8%

2.0% 1.3% 0.0%0.1% 0.8% 2.0%
0.1% 0.1%

12.4%

25.8%

15.9%

26.3%

9.7% 9.4%

1.3% 0.5%

N=1,847

n=715

n=1,119

コメント

　「男の子は男らしく、女の子は女らしく」という考え方が半数以上
を占めています。一方で「女の子も経済的に自立できるよう育てるべ
き」「男の子も家事・育児ができるよう育てるべき」と過半数の人が
考えていますが、子育ては母親が専念すべきであり、中でも３歳まで
の子育てを母親が担うべきであるという、いわゆる３歳児神話に関し
ては、約８割の人が、そう考えていることが分かります。
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2 結果と分析

学校教育について

◆これからの社会で男女平等の人間関係を作っていくために、学校ではどんなことに力を入れたらいいと思いますか。

（３つまでに○）

0

10

20

30

35

地域活動への参加について

◆多くの人たちが社会参加を進めるためにはどのようなことが必要だと思いますか。（３つまでに○）

0

10

20

30%

男
女
平
等
の
意
識
を

育
て
る
授
業
を
す
る

生
活
・
進
路
指
導
で

性
別
よ
り
も
個
性
や
能
力
を

生
か
す
よ
う
に
配
慮
す
る

男
女
混
合
名
簿
の
採
用
な
ど

男
女
を
見
分
け
る
習
慣
を

見
直
す

教
職
員
へ
の
男
女
平
等

研
修
を
充
実
さ
せ
る

校
長
や
教
頭
に
女
性
を
増
や
す

教
材
に
登
場
す
る
人
物
の

性
別
に
よ
る
役
割
分
担
を

固
定
的
に
受
け
取
ら
な
い
よ
う

配
慮
す
る

そ
の
他

29.5%

26.2%

31.0%
33.8%

10.1%
8.1%

12.7% 12.5%

7.1%
9.8%

7.6% 8.7%

1.9%
0.9%

N=4,294

n=1,656

n=2,613

啓
発
活
動
に

力
を
入
れ
る

学
習
の
機
会
を
増
や
す

情
報
を
得
ら
れ
る

場
所
・
方
法
を
増
や
す

家
庭
で
社
会
参
加
の

必
要
性
を
話
し
合
う

学
校
で
社
会
参
画
重
要
性
を

教
え
る

家
事
や
育
児
を

家
庭
内
で
分
担
し
合
い
、

参
加
で
き
る
時
間
を
つ
く
る

仕
事
と
家
事
と
社
会
参
加
の

両
立
を
支
援
す
る

体
制
の
整
備
を
図
る

労
働
時
間
を
減
ら
し
、

参
加
で
き
る
時
間
を
増
や
す

そ
の
他

12.0%

7.6% 7.8%
9.0%

22.9%

26.0%

7.2%

12.1%
13.6%

12.2%

7.0%

12.1%

16.8% 16.9%

11.2%

7.6%

1.5% 0.8%

N=4,342

n=1,681

n=2,632

コメント

学校教育においては、「男女平等意識を育てる授業」や「性別よりも個性や能力や個性を生かす指導」の推進を希望するとともに、
「教職員への男女平等研修の必要性」を多くの人が望んでいることがうかがえます。

コメント

　仕事や家事と社会参加の両立を支援する体制の整備が望まれます。
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政策決定過程への参画について

◆議会や審議会など、政策や方針を決定する過程への女性参

加が少しずつ増えています。八戸市の場合、市議会議員の中

で女性議員の数は40人中１人（2.5%）、審議会等での女性の

数は842人中233人（27.7%）となっています。（平成14年10月1

日現在）

この状況をあなたはどう思いますか。（１つに○）

Gender Equal Society
2 結果と分析

0 10 20 30 40 50% 0 10 20 30 40 50%

◆あなたは政策・方針決定の場（国・都道府県・市町村議会

や審議会等）に女性が増えるとどうなると思いますか。（一

つに○）

少子化について

◆最近、出生率が低下し、少子化が進んでいますが、どうしてだと思いますか（3つに○）

0

10

20

30

40%

現状のままでよい

現状より女性委員が
少し増えた方がよい

男女半々くらいまで
増えた方がよい

男性委員を上回るほ
ど女性委員が増えた
方がよい

男性委員の数が今よ
り増えた方がよい

分からない

その他

7.8%

43.0%

30.4%

1.7%

0.6%

11.6%

4.9%

5.8%

44.1%

32.6%

0.7%

0.6%

13.1%

3.1%

N=1,847

n=716

n=1,118

14.9%

27.2%

35.2%

10.1%

11.4%

7.3%

36.4%

30.9%

11.2%

11.6%

2.5%

1.1%

政治が身近になる

議論の方向に変化が
生じる
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コメント

８割近くの人たちが、議会や審議会等、政策決定の場に現状以上の女
性委員の参加を望んでいることがうかがえます。

コメント

　少子化の理由として、教育費などの経済的負担が大きいことと、子育てを支援する施設や制度の不備があげられています。
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国の制度改正について

◆当人たちが希望する場合には夫婦がそれぞれの姓を名乗る

ことができる選択性別姓を認める動きがありますが、あなた

はどう思いますか。（1つに○）

Gender Equal Society
2 結果と分析
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コメント

　暴力行為に対しては、相談できる機関のＰＲや警察
の積極的な介入が望まれています。
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市が進めるべき施策について

◆あなたは、男女共同参画社会を築くために、八戸市が今後していくことは何だと思いますか。（3つに○）

Gender Equal Society
2 結果と分析
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コメント

　八戸市が進めるべき施策で、全体的に「育児・保育施設の充
実」「事業所への育児・介護休業制度の整備促進」「労働の場
における男女平等の推進」「高齢者・障害者への福祉サービス
の充実」が望まれています。




